
新
し
い
施
設

の
呼
称
を
「
市

民
ホ
ー
ル
」
に

変
え
た
理
由
を

質
問
。

【
答
弁
】
計
画

地
に
整
備
す
る
新
し
い
施
設
は
、
シ
ン
プ
ル
で
使
い

や
す
い
ホ
ー
ル
を
目
指
し
、
現
市
民
会
館
の
機
能
を

核
に
組
み
立
て
る
こ
と
と
し
た
た
め
。

吉
田
議
員
は
呼
称
の
変
更
は
大
き
な
方
向
転
換
は

な
い
か
市
長
の
見
解
を
質
し
た
。

【
答
弁
】
市
を
あ
げ
て
芸
術
文
化
を
創
造
し
て
い
く

方
針
に
は
全
く
変
わ
り
は
無
い
の
で
、
大
き
な
方
向

転
換
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
吉
田
議
員
は
機
能
の
分
散
に
よ
る
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
増
え
る
の
で
は
な
い
の
か
。
収
益

性
は
あ
る
の
か
と
質
問
。

【
答
弁
】
諸
機
能
の
一
部
を
ま
ち
な
か
に
配
置
し
た

場
合
、
別
途
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
。
公

共
の
ホ
ー
ル
系
や
展
示
系
、
創
造
系
・
支
援
機
能
は
、

興
行
だ
け
で
な
く
市
民
利
用
も
多
い
こ
と
か
ら
、
収

益
性
は
高
く
な
い
。

次
に
、
議
員
は
リ
ハ
ー
サ
ル
室
の
必
要
性
と
事
業

提
案
（
設
計
・
施
工
一
括
発
注
方
式
）
で
、
要
求
水

準
は
市
民
の
要
望
を
取
り
入
ら
れ
る
の
か
質
問
。

【
答
弁
】
リ
ハ
ー
サ
ル
室
は
検
討
中
。
諸
室
の
配
置

は
、
多
機
能
化
を
図
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
必

要
な
機
能
は
極
力
実
現
し
て
い
く
。

吉
田
議
員
は
国
府
津
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

【
答
弁
】
用
地
測
量
を
実
施
し
て

い
る
。
施
設
整
備
に
向
け
た
基
本

設
計
に
着
手
す
る
。
国
府
津
駅
前

ふ
ら
っ
と
ス
ポ
ッ
ト
内
に
あ
る
、

市
民
窓
口
機
能
や
集
会
所
機
能
は
地
域
の
皆
様
と
調

整
を
進
め
て
い
く
。

吉
田
議
員
は
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

市
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
た
ち
は
、
高
齢

化
が
進
む
中
で
（
食
料
・
日
用
品
の
買
い
物
、
介
護

な
ど
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
）
上
の
階
か
ら
下

の
階
へ
移
る
の
に
、
修
繕
費
が
か
か
り
あ
き
ら
め
ざ

る
得
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
ま
で
軽
微
な
修
繕
費
負

担
と
い
う
こ
と
で
、
入
居
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
風
呂
釜
の
設
置
は
浅
原
住
宅
以
外
、
入

居
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
市
営
住
宅
の
改
修
工
事

も
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
と
改
善
策
を
伺

う
。

【
答
弁
】
市
営
住
宅
の
軽
微
な
修
繕
の
入
居
者
負
担

は
今
後
も
継
続
。
市
営
住
宅
の
建
替
え
」
の
際
に
は
、

風
呂
釜
を
整
備
す
る
。
浅
原
住
宅
の
風
呂
釜
の
維
持

管
理
は
、
基
本
的
に
市
で
行
っ
て
い
る
。

質
問
に
よ
り
重

度
訪
問
介
護
の
受

給
者
は
８
人
、
重

度
訪
問
介
護
の
み

利
用
３
人
、
居
宅

介
護
併
用
が
３
人

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
重
度
訪
問

介
護
指
定
事
業
所
は
32
か
所
も
あ
る
の
に
、
実
施
し

て
い
る
の
は
市
外1

カ
所
含
む
７
ヵ
所
の
み
。
こ
れ

で
は
重
度
訪
問
介
護
を
も
っ
と
利
用
し
た
く
て
も
利

用
で
き
る
は
ず
が
な
い
と
指
摘
。

実
施
し
て
い
る
事
業
所
が
少
な
い
の
は
、
重
度
訪

問
介
護
の
報
酬
単
価
が
安
す
ぎ
る
た
め
と
述
べ
る
と
、

報
酬
単
価
が
安
い
、
利
用
状
況
聞
き
な
が
ら
必
要
あ

れ
ば
国
、
県
へ
引
き
上
げ
を
求
め
る
な
ど
と
答
弁
。

介
護
保
険
制
度
と
重
複
さ
れ
る
自
立
支
援
給
付
に

つ
い
て
、
原
則
介
護
保
険
優
先
に
な
っ
て
い
る
。
両

者
目
的
が
違
う
の
に
「
重
複
」
し
て
い
る
、
「
優
先
」

は
お
か
し
な
話
。
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
支
給
量
が
減
り
、

負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

「
介
護
保
険
優
先
原
則
」
を
め
ぐ
っ
て
は
裁
判
に
も

な
る
ほ
ど
障
害
が
い
者
の
方
の
権
利
が
奪
わ
れ
て
い

く
こ
と
に
危
惧
す
る
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
９
割
が
低
所
得

の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
低
所
得
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き

な
く
な
っ
た
ら
、
健
康
や
命
に
か
か
わ
る
た
め
。
介

護
保
険
の1

割
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
量
の
変
化

が
そ
れ
ら
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
65
歳
な
ど
に
な
っ

て
も
介
護
保
険
制
度
に
移
行
し
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
国
に
意
見
を
述
べ
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
国
の

制
度
に
基
づ
き
業
務
し
て
い
る
と
答
弁
。
こ
れ
に
対

し
、
障
が
い
者
の
方
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
運
営
を

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

若
者
の
健
康
は
急
速
に
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
特
に
労
働
現
場
に
お

い
て
長
時
間
労
働
や
パ
ワ
ハ
ラ
の

横
行
な
ど
に
よ
り
増
え
て
い
る
。

若
者
の
自
殺
率
は
主
要
先
進
国
で

15
歳
～
34
歳
の
死
因
の
ト
ッ
プ
が

自
殺
と
な
っ
て
い
る
の
は
日
本
だ

け
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
未
来
あ

る
若
者
に
ぜ
ひ
健
康
を
取
り
戻
し

て
ほ
し
い
と
述
べ
ま
し
た
。

【
答
弁
】
精
神
障
が
い
２
級
の

方
に
つ
い
て
は
課
題
の
一
つ
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。
財
政
負

担
事
実
、
出
来
る
限
り
行
っ
て

い
る
と
答
弁
。

２０１７年２月２２２号

吉田ふくじ議員 田中りえ子議員

市
の
ホ
ー
ル

建
設
の
新
し
い

方
針
が
出
さ
れ

た
。
建
設
費
63

億
円
程
度
、
事

業
提
案
（
設
計
・

施
工
一
括
方
式
）

等
で
す
が
、
実
施
設
計
者
と
今
迄
の
経
過
も
含
め
市

長
は
市
長
は
話
し
合
い
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

人
口
約
９
万
人
の
市
で
、
市
民
ホ
ー
ル
建
設
費
約

56
億
円
で
入
札
不
調
と
な
り
、
設
計
を
変
え
て
、
一

般
競
争
入
札
を
し
た
結
果
、
44
億
円
余
で
落
札
し
た
。

大
ホ
ー
ル
千
席
、
小
ホ
ー
ル
約
二
百
席
で
整
備
す
る

が
、
専
門
家
の
意
見
で
は
２
階
席
が
、
１
階
席
後
方

に
座
席
が
か
ぶ
り
す
ぎ
、
「
生
音
」
で
は
死
に
席
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。
小
ホ
ー
ル
は
浮
床
構

造
で
な
い
為
、
大
ホ
ー
ル
を
同
時
使
用
す
る
と
音
が

も
れ
響
き
あ
っ
て
し
ま
う
。
小
ホ
ー
ル
搬
入
荷
さ
ば

き
場
が
な
い
。
交
流
空
間
が
な
く
、
街
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
や
、
活
性
化
と
関
係
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
分
析
、
指
摘
し
て
い
ま
す
。

使
い
や
す
い
、
質
の
良
い
ホ
ー
ル
で
な
け
れ
ば
、

中
途
半
端
な
ホ
ー
ル
や
音
響
の
悪
い
ホ
ー
ル
で
街
の

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
出
さ
な
い
。
50
年
に
一
度
の
ホ
ー

ル
建
設
は
、
結
局
、
無
駄
使
い
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

民
間
事
業
者
に
設
計
か
ら
建
設
を
お
ま
か
せ
し
て
よ

い
の
か
。
実
施
設
計
者
は
お
よ
そ
69
億
円
で
小
ホ
ー

ル
を
分
離
す
れ
ば
、
大
ス
タ
ジ
オ
と
小
ホ
ー
ル
の
使

用
、
ま
た
、
大
ホ
ー
ル
の
中
に
小
ホ
ー
ル
機
能
も
提

案
さ
れ
て
い
る
。

実
施
設
計
を
生
か
す
事
が
、
無
駄
使
い
と
な
ら
ず
、

使
い
や
す
い
、
音
響
も
よ
い
、
歴
史
と
文
化
を
生
か

し
、
街
の
に
ぎ
わ
い
も
つ
く
る
、
子
供
た
ち
へ
の
未

来
の
投
資
を
考
え
て
も
必
要
、
見
解
を
伺

う
。市

財
政
は
、
現
市
長
に
な
り
、
市
の
借

金
を
３
１
３
億
余
減
ら
し
、
財
政
調
整
基
金
は
約
31

億
円
増
や
し
て
い
る
。
市
の
投
資
的
経
費
は
10
・
７

％
で
全
国
平
均
13
・
８
％
よ
り
低
く
、
市
の
借
金
の

指
標
で
あ
る
公
債
費
比
負
担
比
率
も
10
・

８
％
と
全

国
類
似
都
市
１
１
４
市
中
30
番
目
と
良
い
方
で
す
。

63
億
円
の
財
源
の
手
立
て
に
つ
い
て
質
問
。

【
答
弁
】
新
居
氏
と
は
お
会
い
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

【
答
弁
】
事
業
者
か
ら
「
課
題
が
多
く
困
難
で
あ
る
」

が
、
市
と
し
て
今
後
と
も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

【
答
弁
】
年
度
内
に
実
施
設
計
を
完
了
さ
せ
、
来
年

度
の
工
事
着
手
に
向
け
て
取
り
組
む
。

関野たかし議員

議会活動報告紙
日本共産党小田原市議団

小田原市荻窪３００番地
日本共産党小田原市議団ホームページ

http://jcpodawara.d.dooo.jp/



2017年１月23日
小田原市長 加藤憲一殿

日本共産党小田原市議団 関野 隆司
田中 利恵子
吉田 福治

本年1月、生活保護受給者の支援を担当する市職員が「保護なめんな」「不正受給はクズだ」などの趣
旨をプリントしたジャンパーを着て、相談業務や世帯訪問をしていたことが分かりました。この事は、
市民に威圧感を与え、生活保護受給者・申請者の正当な権利を抑えるものになりかねません。さらに、
憲法の基本的人権や個人の尊厳、生存権を脅かすものとして、ただちにその是正を求める必要があると
判断し、以下、申し入れを致します。

１、憲法・地方自治法では市民の基本的人権、生存権を明記し、健康と
福祉の増進が地方自治体の本旨としている。市は憲法を順守した生活保
護行政を行う事。市として、今回のジャンパー等関わる事態を十分に調
査し、市民に公表、検証を行う事。

２、生活保護受給者・申請者に温かく丁寧に対応できるよう、また、職
員の労働条件改善のためにも、不足しているケースワーカー4名の増
員を直ちにする事。

３、再発防止策を策定し市民に公開する事。

４、貧困と格差が広がる中、市は生活保護の受給もれを防
ぐことに力を尽くす事。

５、憲法と地方自治法に基づく職員の研修を十分に行う事。
以上

法律相談・市政・生活相談は
下記へご連絡ください

℡/Fax 住所
関野たかし ４２－０３１６ 曽我岸90

田中りえ子 ３５－５３８９ 扇町1-6-2

吉田ふくじ ４９－３７５９ 南鴨宮3-9-8
（市役所 市議団控室 ３３ー１７８９）

Eﾒｰﾙ(代表) tanakarieko@nifty.com

日
本
共
産
党
の

無
料
法
律
相
談

担
当
弁
護
士

岡
村
三
穂

３
月
14
日
（
火
）

午
後
３
時
よ
り

次
回４

月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
よ
り

※
予
約
制
で
す
の
で
、

相
談
さ
れ
る
方
は
、
関

野
、
田
中
、
吉
田
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

合併により住民にとって失われたものは大きい
総務省は平成・大合併の問題点に、「周辺部の旧市町村の活力喪失」「住民の声が届きに

くくなっている」「住民サービスの低下」「旧市町村地域の伝統・文化・歴史的な地名など

の喪失」を挙げている。この失敗を二度と繰り返してはならない。

市にとって保健所設置は人的、財政的に多大な負担
中核市で、県から小田原市に移譲される事務数は2147件と膨大な数が見込まれている。と

くに保健所設置に当たり専門職の確保が困難で、公衆衛生を担当する医師の確保をできない

ことが全国的な問題になっている。

新たな広域連携で周辺市町村は疲弊するばかり
本市が目指す人口20万以上の地方中枢拠点都市と、周辺市町村との連携は周辺市町村にあ

る文化施設、図書館、福祉施設などを集約化させることにある。

人口減少で煽りたて合併に誘導しているかのよう
「小田原市まち・ひと・しごと人口ビジョン」等に国立社会保障・人口問題研究所の人口推

計が用いられ、小田原市の総人口は平成22年～平成52年の30年間で約２割も減少となってい

る。これは30年間何の対策もしなかった場合の数値で極端すぎる。「もう合併するしかない」

と誘導するようなことになっていないか。

合併のスケールメリットとする約14億円の歳出減というのは根拠不明
資料の「合併による財政収支改善モデル」。小田原市と南足柄市が合併すると、約14億円

も歳出減になると示している。市はこれを合併によるスケールメリットと呼ぶ。資料は人口

と歳出総額に相関がある、県内一般市町村において、近似的に人口一人当たり30万4320円の

歳出があるとしている。しかしこれは人口一人当たりの歳出について30万4320円が適切であ

るということではない。従って二市が合併すると、近似曲線から上方にあるのでもっと減ら

せる、約14億円も歳出を減らせるというのは問題がある。

合併などはそこに住む住民の方を第一に考えていくべき
市民との合意形成が何よりも重要
「市民の方から何も知らされていない」「合併ありき」との声が出ている。

なぜ今合併なのか、中核市、新たな広域連携をめざすのか、それはいったい何なのか、直

ちに市民説明会を開くべき。

市民の中での議論を活発にする必要性がある。例えば任意協議会に委員として臨まれてい

る、自治会、商工会議所、農協、信用金庫、社会福祉協議会、民

生委員・児童委員協議会、青少年健全育成連絡協会等、各団体で

の議論が活発となるよう、事務局は努力をすべき。

緊急申し入れ＝右より加藤市長、

関野、吉田、田中各小田原市議

市民ホール（旧芸術文化創造センタ―）は、市民会館の老朽化に伴い、前市長が進めていた城下町ホー
ルの見直しを含め、加藤市長が市民参加で計画したものです。老朽化が著しい市民会館の単なる建て替
えではなく、芸術文化活動を通じて、地域と市民が核となってつくり出していく、小田原の創造的な活
動の源泉とも言える、芸術文化創造の拠点を目指したことから、施設の目指す方向性にふさわしい、芸
術文化創造センタ―という呼称としたものです。

今回の呼称の変更は、市はシンプルで使いやすいホールを目指し、現市民会館の機能を核に組み立て
ることにしたため、当面の呼称を市民ホールとしたと説明しています。

名は体を表すと言いますが、芸術文化創造の拠点を目指した加藤市政の本旨が問われます。
実施設計（新居千秋設計士）は、小ホールを分離すればおよそ69億円でホールが出きると言っていま

す。市の説明では63億円の予算でホールを作ろうとしています。６億円を惜しんで今後50年間使用する
市民ホールを負の遺産にしないためも、行政主導で進めるのではなく、広く市民参加で進めるべきです。

緊急申し入れに対し、加藤市長は
「不適切だった」と認め、「業務の立
て直しを図る」とし、「再発防止策を
策定し公開する。一気に適正な人員を
増やすよう調整する」と回答しました。


